
Title 本邦経済資料解説（二） : テクスト第五章
Sub Title Supplementary data of Japanese economy with some introductory remarkes (2)
Author 片岡, 一郎

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1957

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.50, No.7 (1957. 7) ,p.644(92)- 653(101) 
JaLC DOI 10.14991/001.19570701-0092
Abstract
Notes 資料
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19570701-

0092

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


九
，ニ
 

. C

六
四
四)

.

本

.
邦

経

済

参

テ
ク
ス
ト
.
，
箄
五
章

.

.

.

.

. 

• 

' ■

1
、

炎
業
の
諸
形
態

'.
■

.
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
は
そ

の

著

「

砠
ほ
^」
第
五
章
に
お
い
て
、
企
業
の
組
歡

'
 

を
と
り
あ
げ
る
。

現
代
経
済
社
会
で.は
、''
個
人
企
業
の
数
が
絶
対
多
数
を
占
め
て
い
る
に
も
か 

か
わ
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
、
経
済

€>
.主
導
權
を
に
ぎ
っ
て
い
る
の
は
巨
大 

な
株
式
会
社
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
企
業
の
研
究
は
株
式
会
社
を
中
心
に
す
る 

の
が
当
然
で
あ
る
が
、
小
規
模
企
業
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
、い
。 

小
規
模
企
業
が
次
第
に
大
規
模
化
し
つ

'つ

あ

る

の

は

現

済

社

会

の

一

つ

.の 

大
き
な
傾
向
で.は
あ
る
げ
れ
ど
も
、
し
か
も
な
お
.小
規
模
企
業
が
存
続
し
か
つ 

発
生
し
.つ
つ
あ
り
、
グ
C
れ
ら
が
大
規
模
企
業
に
相
対
し
あ
る
い
は
相
結
び
、

い 

わ
ゆ
る
中
小
企
業
問
題
を
惹
起
し
て
い
る
今
日
、
各
種
企
業
の
規
模

‘
数

，
役 

割
を
検
尉
す
る
必
要
が
あ
る
。

サ
ミH

エ
ル
ソ
シ.は
，
ァ
メ1
力
.に
お
け
る
個
人
企
業•合
資
会
社
を
前
半
で
、 

株
式
会
社
を
後

f

で
と
り
あ'M

朋
し
て
い
る
が
、
日
本
に
お
い
て
枕
次
め
よ

人

-

片

：.
岡

一

 

'郎

'

:

. 

.

.

.

.

.

.

う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

:

X 

;

X-
X 

-■
企
業
を
規
模
に
ょ
っ
て
分
類
す
れ
ぱ
大
企
業

•
中

企

業
.
小

企

業

と

に

な.
 

り
、
出
資
者
の
公
私
の
別
で
分
け
れ
ば
公
企
業

•
私
企
業
.
公
私
協
同
企
業
と 

.な
る
マ
こ
う
し
た
企
業
の
分
類
を
広
義
の
企
業
形
態
と
ょ
ぶ
。
し
か
_し
狭
義
の 

企
業
形
態
は
、'出

資
.-
-
経
営
お
ょ
び
支
配

(

し
た
が
つ
て.ま

.

た
損
益
の
負
担
、

:

廣
務
.に
対
す
る
責
任
の
負
担

)

.'
の
関
係
が
ど
う
な
つ
て
い
.る
か
と
い
う
こ
と
ょ 

.
り
み
.た
企
業
の
種
類
な
：い
し
様
式
を
一
い
う
。

こ
こ
で
出
資
と
は
企
業
の
資
本 

.
(

こ
と
.に
.自
0:
資
本)

/を
醵
出
す
る
こ
と
、
経
営
と
は
財
務

•

生
産
な
ど
経
営 

.

政
策
を
決
定
処
理
し
て
、
資
本
.の
'運
用
に
当
る
こ
と
、
ま
た
支
配
と
は
経
営
者 

を
任
免
す
る
な
ど
経
営
者
な
い
し
そ
の
お
こ
な
う
資
本
^
用
を
支

03
§

す
る 

こ
と
^

いう
0 

'

資
本
主
義
社
会
で
は
、
出
資
し
た
者
が
そ
の
資
本
を
所
有
し
連
用
し
て
、
そ 

の
成
^

C
損
.益)
.
を
得
.る
，こ.，と
'を
原
則
と
す
る.か
ら
、
出
資
と
潘
営
、
す
く
な
.

' 
く
と
も
支®
は
不
河
分
の.関
部
に
あ
る
。L
:た
が
マ
て
小
企
業
で
は
出
資
者
は

原
則
と
し
て
、
同
時
に
企
業
•.の
経
営
に
当
つ

て

い

る

。

し
か
し
企
業
が
大
規
模 

に
な
る
と
一
方
で
は
企
業
の
経
営
に
当
る
以
外
の
人
々
か
ら
も
資
本
を
集
め

、

.
 

他
方
で
は
企
業
をi

適
切
に
経
営
す
る
必
要
か
ら
全
出
資
者
た
ち
が
経
営
ま 

た
は
茭
配
に
関
与
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
る
。

.と
の
'出
資
者
が.
 

経
営
に
当
る
か
否
か
を
規
準
と
し
て
、

-企
業
の
種
類
を
考
え
た
と
.き
、
.
こ
れ
を 

狭
義
の
企
業
形
態
と
：い
う
。

.

.

と
の
企
業
形
態
を
わ
が
国
の
法
律
で
は
、
個
人
商
人

-、
合
名
会
社
、
合
資
会 

社
、
株
式
会
社
、
有
限
会
社
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。

.
_
入
罾||
は
、
個
入
が
企
業
の
主
体
と
.な
り
、
そ
の
能
力
、
資
力
を
も
.つ
て 

.全
責
任
で
経
営
す
る
企
業
で
あ
る
。
利
益
を
生
ず
れ
ば
と
の
者
の
所
有
と
な
り 

資
本
金
に
綴
'り
入
れ
る
こ
と
も
で
き
る
'が
、
損
失
を
.き
た
せ
ば
資
本
金
が
減
少 

す
る
こ
と
と
な
る
。
長
所
と
し
て
は
業
務
の
執
行
に
熱
心
で
あ
り
、
秘
密
が
守 

ら
れ
、
臨
機
の
処
置
が
と
れ
る
が
、
餘
人
の
力
に
は
限
度
が
あ
り
、
大
資
本
を 

集
中
で
き
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。
し
た
が
つ
て
個
人

#

P
は
次
第
に
団
体 

企

業
•
会
社
企
業
に
変
遷
す
る
傾
向
が
あ
る

-0
-
特
に
大
規
模
経
営
優
利
の
原
則 

が
作
用
す
る
限
り
そ
の
傾
向
が
強
い
。

合
名
会
社
は
わ
が
国
の
商
法
に
よ
れ
ば
、
各
社
員
が
出
資
し
、
す
べ
て
の
社 

員
が
会
社
の
債
務
に
対
じ
連
帯
し
て
、
無
限
の
弁
済
責
任
を
負
う
と
と
も
に
、 

み
ず
か
ら
経
営
の
指
揮
管
理
.に
任
す
る
の
を
原
則
：と
す
る
。
し
.た
が
つ

 
'て
会
社 

の
代
表
•
業
務
執
行
は
す
べ
，て
の
社
員
が
み
ず
か
ら
こ
れ
を
行
う
機
構
に
な

つ 

て
い
る
。
わ
が
国
で
は
合
名
会
社
は
法
人
と
な
っ
て

.い
る
が
ド
イ
ツ
.
イ
ギ
リ 

ス

•
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
組
合
で
あ
る

:0

本
邦
経
済
資
料
解
説㈡
.

‘
合
資
会
社
は
資
本
を
醵
出
す
る
と
と
も
に
み
ず
か
ら
経
営
の
指
揮
管
理
に
任 

ず
る
者
と
、
単
に
出
資
だ
け
を
な
し
経
営
の
.任
に
当
ら
な
い
者
と
の
二
種
の
少 

.数
の
企
業
者
に
よ
っ■て
組
織
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
出
資
と
経
営
と
支
配
と
の 

分
離
の
第
 

'一
歩
が
，み
ち.れ
る
0
ド
ィ
ッ
.
ィ
ギ
リ
ス.，
ア
メ
リ
力
と
異
な
り
、 

わ
が
国
で
は
法̂
で
招
る
。
わ
が
国
商
法
で
は
、
合
資
会
社
は
無
限
責
達
員 

と
有
限
責̂

1

員
と
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
る
会
社
で
あ
ヶ
、
無
限
責
_

員
は 

合
名
会
社
の
社
員
と
同
様
に
会
社
の
債
務
に
対
し
連
帯
し
て
無
限
の
弁
済
責
任 

を
負
い
、
会
社
を
代
表
し
て
業
務
を
執
行
す
る
。
こ
れ
に
対
し
有
限
責
■

員 

.は
単
に
そ
の
出
資
額
を
限
度
と
し
て
会
社
の
債
務
に
つ

き

弁
済
責
任
を
負
う
に 

と
ど
ま
る
。
ま
た
会
社
の
業
務
を
執
行
し
、
ま
た
は
会
社
を
代
表
す
る
こ
と
が 

で
き
な
い
。
無
限
責_

員
の
持
分
は
、
総
社
員
の
同
意
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を 

譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
有
限
責

■

員
の
方
は
無
限
責
^
!
員
が
同 

意
す
れ
ば
そ
の
持
分
を
譲
渡
で
き
る
。
し
か
し
そ
れ
は
株
式
の
よ
う
に
流
通
性 

を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

.

ド
ィ
ッ
.
フ
ラ
ン
ス.に
十
九
世
紀
末
頃
よ
り
普
遍
化
さ

.れ
た
•の
に
有
限
会
社 

が
あ
る
。
わ
が
国
の
商
法
で
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
あ
る
。
⑴
社
員
の
総
数 

.は
原
則
と
し
て
五
〇
人
奴
下
で
あ
る
こ
と
。
⑵
資
本
の
総
額
は
十
万
円
以
上
な 

る
こ
と
。
⑶
資
本
の
総
額
は
均
一
の
出
資
の
口
数
に
分
け
ら
れ
、
出
資

 
一
口
の 

金
額
：は
—*
、
〇
〇
〇
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。
⑷
各
社
員
の
出
資
の
目
的
は
金
銭 

ま
た
は
財
産.に
限
ら
れ
、
信
用
ま
衣
は
労
務
の
出
資
は
認
め
ら
れ
ず
、

(5
)
各
社 

.員
の
持
分
は
出
資
の
口
数
に
疮
じ
、
持
分
は
譲
渡
性
を
有
す
る
が
、
そ
の
証
券 

化
を
許
さ
な
い
，こ
と
。
(6
)
取
締
役
の
員
数
に
は
制
限
な
く
、
.
監
査
役
は
任
意
機

九

三

(

六
四
五)



第 二 表 瘅 業 別 事 業 所 数 （1954年)

個 人 法 人 法人でな 
い団体 誇営

* * w a 6reBeec»

国営 計

1 . 鉱 ，業 5781 2500 18 30 1 8330
2. 建 設 業 161444 22786 58 1507 , 7 7 3 186563
3. 製 造 業 385413 141050 753 630 130 527976
4. 化 学 ェ 業 5876 5834 26 6 12 11754
5 . 卸売•小売業 1382019 221298 1086 101 4640 1609144
6. そ の 他 • ，— ........ • • • * • *

総 . 数 2621202 589167 11254 62987 24258 3808868

第一表 . 個人 •法人 . 公営•闺営別にみた
日本全国の摩業所数と従業者数（1954年7月）

 ......."时I… 丨「抑M _T _ _ 刚 ■ 丨 财n和 ■■丨丨丨丨丨丨丨■  ......... ......._ .痛̂ MT— ■【■■|」抓_ _ :

事業所数
従業者数

紛救全体に占 
撒奴ある垃率 .

BBSHaaa—

一事業所当り 
従 業 者 数

個 人 経 営 2,449,559
千人

6,197
%

36.5
.人
2.6

法 人 経 営 480,979 9,518 56.1 19.8
法人でない団体 4,127 28 0.1 ン 6.8
公 営 7,061 212 1.3 30.0
国 営 22,101 1,011 6.0 45.7

計 2,963,827 16,966 100.0 5.7

局橋馆吉r 我国企業の史的発展」P . 202 ’

.全
体
の
従
業
員
中
、.個
人
企
業
従
業
員
は

1
U

六
：.
五
^
、
法
人
企
業
は
五
六

•

:
】

：%
で
、(

個
人
企
藥
の
数
の
庄
倒
的
多
数
に
も
が
か
^
ら
ず
、
そ
の
双
■
が
い 

か
：I

さ
い
'か
が
推
察
さ
れ
る
で'
あ

ろ

ぅ

。
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.
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上
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こ
れ
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産
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八
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ニ
千
一
九
と
、
全
個
人 

数

公

.

.
1

'
へ.

1:
1

ソ
62

企
業
数
の
半
分
^
上
を
占
め 

撕

ド
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S
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3

邪
,
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25
4

て
い
る
。
次
は
大
分
少
な
く 
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い
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ゆ
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l
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卜
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あ
ら
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さ
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製
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個
人
企
業
が
多
ぃ
。
さ
ら
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1

44
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76
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一
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こ
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を
商
店
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て
み
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4
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21
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第
三
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参
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個
人
企 

丨
個
I

'

.

1

公

a
業
は
飲
食
料
品
小
売
業
に
最 

業

業

業

業

|

他

数

|

も
多
く
、
五
五
万
四
千
八
百 

設

造

わ

サ

の

•

麻
で
あ
り
、
こ
れ
は
サ
ミ
ュ
ユ 

“

建
製
 

'化

I
.

そ

g

ル
ソ
ン
に
I

 

メ
リ
力
と 

•
' 

, 

.

.

.

.
総
同
じ
傾
向
及
示
し
て
い
る
。

次
に
会
社
企
業
に■
つ

い

.
て

み
て
；み

る

と(
第
、四
表
参
照)

、
.
.

一.

九
五
ニ
年
に
合
名
会
社
は
最
低
と
な
り
奴

九
四
：a
s

.
六)

関
で
あ
る
と
と
。

.
S

貸
借
対
照
表
の.公
告
を
要
し
な
い
。
⑶
設
立
ま
た
は
増
資

.
 

'に
際
し
て
社
員
を
公
募
し
f

、
.の
ょ
ぅ
に
有
限
会
社
は
株
式
会
社
に
比
し

V:: 

い
ち
じ
る
し
く
非
公
開
.
.
閉
鎖
的
で
あ
る
が
、
資
本
，を
集
め
易
い

.特
長
を
：も
ち
，

中
小
企
業
に
適
し
て
い
る
。

(

さ

ら
.に
詳
し
く
は
国
弘
員
人
著
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「

企
業
形
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論
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国
で
は
.
一
一
九
六
方
余
と
，

I I

l
f f
-J
P

な
っ
て
ぃ
る
？
そ
の
ぅ
ち

0

S
 

従

数

r9
A

7

51
8

28
21
2

01
1

96
6

'
酿
ァ
メ
リ
ヵ
と
同
じ
く
個
人 

0
 

.

総

6
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9
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-16
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企
業
が
圧
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比
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で
、
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公

業

-
-
-
:
91
;
.9-
7 

-
V
! 

-
T
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数
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第 四 表 垒国会社数 

会 社 - 数

年 次 食 名 合 資 株 式 株式合資 有 限 -

1 9 3 5 . 12 17,935 51,047 24,566 40 ’ - - r - 94,592

1940. 12 15,668 37,592 35,936 28 1,805 '；91,028

1945. B 10,359 25,388 47,093 ' ‘ 17 19,507 102,316

1950. 5 10,387 27,282 134,064 20 36,133 207,898

1952. 3 9,683 29,227 166,671 3 54,883 260,467

1953. 3 9,828 32,822 184,910 2 74.724 302,286

1954. 3 10,298 37,822 208,544 1 105,425 362,160

1955. 3 10,335 39,627 218,459 5 126,280 394,706

第 三 表 產 業 別 商 店 数 （1954年)

総 数 法 人 個 人 、

総 ‘ 数 1500800 213300 1287500

一 般 卸 売 業 155300 80800 74500

代理商 '仲立寒 10600 2100 8500

各種商品ノ〗、売業 4200 1800 2400

織物 . . 衣裳小竞業: 164400 24000 140400

欽食料品小売業 602500 47700 554800

飲 食 . 店 147900 12100 135800

路上運搬機小売業 33000 3300 29700

右 油 小 売 業 1 382600 41300 341200
そ の 他 小 売 業 J
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れ
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す
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を
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に
み
て
み
た
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が
第
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で
あ
る
。

こ
の
様
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に
よ
る
統
計
は
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一
九
五
一
ー
年
划
後
公
表
さ
れ
て
い
な
い
办
で
、
そ
の
変
化
を
知
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る
と
.と
は
で
.き
な
い
が
，
製

愚

業.
卸
売
業
及
び
小
売
業
に
集
中
し
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る
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之
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大
差
^
い
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思
わ
れ
る
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計
に
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、
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賀
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之
.
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滕
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経
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資
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第五表塵燊別•会社形態別企業数

合 名 合 資 株 ，式 株式
合資. 有 '  限' 食 計

農 業 28 110 302 ， 101 541
林、 ..業 23 34 295 49 401
漁業及び水産莠酿業 32 67 831 137 1,067
鉱 業 13 76 1,088 98 1,275
建 設 業 268 .1,254 11,351 1 1,897 14,771脊乂 啤

卸売業及び小売業
3,707
4,216

11,441
12,217

. 67,737 
63,419 1

28,326
22,912

111,211
102,765

金 融 及 び 保 険 業 142 353 2,244 580 3,319
証券及び商品取引業 18 19 1,107 32 1,176
不 動 産 業 375 519 2,151 1 303 3,849
迤輸通信及び 63 364 748其の他の公益事業 5,017 6,192
営利的サ— ビス業 535 2,007 8,609 3,764 14,915
医 療 保 險 ’業 20 65 129 90 804
其の他のサービス業 41 182 709 266 1,198
其 の 他 202 519 1,682 580 2,983

合 計 9,683 29,227 166,671 3 54,883 260,467

同上のうち同族会社 
相 互 、 会 社  
匿 療 会 社  
企 業 ' 組 合

9,421 28,467 133,870 2 50,403 222,163
20

'へ 1 
1

日銀統計局「本邦経済統計丄に撾る (1952年3月)
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ニ
、
株

式

.

会

，
社

.

■;
.
企
業
又
は
経
営
の.現
代
の
形
態
を
考
え
る
場
合
、
そ
の
数
、
そ
の
資
本
的
地 

位
に
お
い
て
最
も
代
表
的
且
つ
重
要
な
も
の
は
株
式
会
社
で
あ
る
こ
と
は
明
ら 

か
で
あ
る
。
：わ
が
国
で
も^

式
^

社
は
今
日
会
^
形
態
の
第
一
位
を
占
め
て
お 

り
、
昭
和
.ニ
：七
年
©

国
税
庁
齡
查
に
よ
れ
ば
、.会

鏡

数

ニ

六

〇
、
.四
八
七
社 

'
中
そ
の
数
は
1

六
六
、'
六
七
ー
社
と
な
づ
て
お
り
、
資

本

金-<0
額
か
ら
い
え
ば 

実
に
そ
の
九
五
，
七
％
の
割
合
に
達
し
、
企
業
形
態
の
代
表
的
存
在
と
众
っ
て 

い
る
。

.
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株
式
会
社Q

意
義
に
つ
い
て
は
論
者
に
よ
り
又
観
点
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
異
な 

■•
-
.っ
た
説
明
を
与
え
て
い
る
が
、
経
済
学
、
と
く
に
経
営
学
の
観
点
.か
ら
は
資
本 

の
調
達
及
び
違
用
と
い
う
面
か
ら
そ
の
意
義
は
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

セ
あ
ろ
う
。
も
と
も
と
株
式
会
社
は
多
数
，の
一
般
公
衆
か
ら
資
本
を
集
め
、
し 

か
も
こ
の
»

ポ
を
統
'
ー
的
.に
運
用
す
る
必
要
か
ら
発
生
発
達
し
来
っ
た
も
の
で 

あ
り
、
こQ：

点
か
ら
考
え
る
限
り
そ
れ
は
資
本
的
集
団
企
業
の
採
用
す
る
法
律 

形
態
で
あ
る
と
み'る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
株
式
会
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は
広
く
公
衆
か
ら
資
本
を 

調
達
す
る
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と
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っ
て
従
来
の
企
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が
受
け
て
い
た
発
展
上
の
■
め
を
苋
服 

せ
ん
と
す
る
も
の
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あ.る
.
C

と
を
も
っ
て
そ
の.特
色
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
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数
の
人
々
か
ら
資
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を
集
め
る
た
め
に
ば
、
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的
に
は
少
額
の
資
本
を
有
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る
人
達
に
も
投
資
し
、
利
殖
す
る
機
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を
与
え
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こ
と

(

証
券
制
度)

が
必
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で
あ
り
、
消
極
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に
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各
出
資
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の
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を
有
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に
し
'
企
業
が
失
敗
し
て
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額
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の
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険
を
負
わ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
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と
.
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有
限
責
任
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が

必
要
で
あ
る
。
寒
に
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式
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社
の
発
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と
そ
の
発
展
は
か
か
る
証
券
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度
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有 

限
責
住
fl
f
l度
と
.
い
う
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の
足
に
よ
っX
支
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
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,
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式
会
社
の
設
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は
株
式
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社
な
.る
法
人
格
の
取
得
で
あ
る
。
し
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が
っ
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当
然
合
名
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社
、
合
資
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社
の
設
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と
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な
.り
、
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社
株
主
の
利
益
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に
会
社
偾
痛
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の
保
護
の
た
め
に
特
別
な
規
定
に
従
わ
な
け
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ば
な
ら
な

.い
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十
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紀
に
お
い
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各
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は
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社
の
設
立
に.は
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許
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要
す
る
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と
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し
.て
い
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度
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れ
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に
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こ
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を
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し
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と
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が
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も
ま
た
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を
と 

っ
て
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る
。
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一
十
万
円
以
上
の
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の
設
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に
対
し
て
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認
可
を
必
要
と
し

'た
こ
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と
も
あ
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た
が
、
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し
か
し
こ
れ
は
企
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に
対
す
る
戦
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制
の
た
め
で
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っ
て
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必
ら
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し
も
株
式
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社
の
み
で
な
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社
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の
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た
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式
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よ
る
資
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の
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中
形
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で
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て
、
そ
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株
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の
方
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の
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ら
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立
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は
同
時
設
立
と
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ば
れ
る
も
の
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あ
り
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他

の

1

つ
は
藻
集
設
立
又
は
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次
設
立
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
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お
設
立
は
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ま
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場
合
は
七
人
以
上
の
努
起
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必
要
と
し
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六
五
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、
，発
起
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が
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立
の
際
に
発
行
す
る
株
式
総
数
を
全
部
引
受
け
る
こ
と
に
よ
っ

:̂
^

社
を
|
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す
る
場
合
を
い
う
。
.し
た
が
っ
て
こ
の
方
法
は
発
起
人
以
外
か
ら
は
全
く
株
式 

の
®
:
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藤
集
を
行
わ
な
いの
で
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つ

.
て
、
き
わ
め
.て
簡
単
な
方
法
であ
る
と
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言
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だ
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の
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込
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に
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邦
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払
込
み
を
認
め.る
方
法
'と
、
全
額
の
一
時
払
込
み
に
よ
る
方
法
と
が
あ
り
"
わ
が 

国
で
.
.は
長
い
間
分
割
私
込
み
め
方
法
：に
よ
.つ
.て
.
い
た
：の
で
あ
る
が
、
昭
和
二
三 

年
七
月
の
商
法
改
正
：に
よ
つ
て
全
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改
め
ら
れ
て
今
日
に
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.
つ
て
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ぅ
'
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妝
、
分
割
払
込
み
に
よ'る
と
^
は
経
済
界
の
変
動
な
ど 

に
よ
つ
て
未i

額
の
徵
収
に
困
顧
を
き
た
し
、
そ
の
た
め
に
会
社
財
務
に
支 

障
を
生
ず
る
お
そ
れ.が
：あ
^
か
ら
であ
り
、
ま
た
会
社
の
成
績
が
好
況
と
なつ

 

た
場
合
に
は
、'
.私
込
額
の
増
加
に
よ
る
株
価
の
上
昇
の
.た
め
に
払
込
時
期
が
役 

機
の
対
象
と
な
る-0
:
ぅ
な
弊
害
を
伴
ぅ
こと
が
懸
#
せ
^
れ
.た
か
ら
ー
であ
る
。
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し
.か
し
此
の
方
法
は
ド
ィ
^
.
6'3
フ
：.ン
ス
.な
ど
で
：は
多
べ
用
い
.ぢ
れ
て
い
る 

が
>
知
が
国
で
は
実
際
に
ぼ
あ
ま
り
多
く
利
用
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
。
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そ
れ
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此
の
発
起
說
立
吖
場
合
资
取
締
役
は
そ
の
選
任
後
速
や
か
に
会
社
の
設
立
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過
を
調
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す
る
だ
め
検
查
役
を
違
任
じ
、
|
発
起
人
が
受
け
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特
別
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利
益
及
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酬
、
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資
、-'
設
立
費
用
、
：
引
受
額
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全
額
払
込
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有
鍵
«

ど
に
つ
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て
調
査
を
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け
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な
ら
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か
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。
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查
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る
た
め

」

で
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、.
か
か
る
事
情
が
わ
が
国
に
お 

い
て
此
の
方
法
が
多
く
と
ら
れ
な
い
主
た
る
理
由
と

.な
，つ
て
い
る
と
考
え
ら
れ 

，■る 
0>
.;•
:

:

へ

 

V
 

' 

.

.

.
こ
れ
に
反
し
募
集
設
立
と
は
、
発
赴
人
は
会
社
の
設
立
に
際
し
て
一
部
の
株 

式
を
引
き
.名
け
る
の
み
で
、

」

そ
の
#

^

一'
般
が
ら
株
、王
を
募
集
し
、
会
社
を
成 

立
さ
せ
る
方
法'で
あ
る
。.；此
の
方
法
に
も
目
論
見
書
強
制
に
よ
る
も
の
と
㈱

ま 

申
&

証
に
よ
る
V

の
と
が
あ
る
が
、
前
者
は
公
社
設
立
の
目
論
見
書
を
公
告
，
 

..

九

七

C
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し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
株
式
の
电
込
を
行
う
と
と
：と
し
、，
そ
れ
识
外
の
申
込
方
法 

を
認
め
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
，反
し
後
者
は
.株
式
の
申
込
を
株
式
申
込
証'
 

.の
作
成
.に
よ
っ
て
行
う
も
の
で
あ
る
。.わ
が
国
で
..は
こ
の
後
者
の
方
法
が
と
ら'
 

れ
て
い
■る
が
.、
実
際
に
は
会
社
設
立
の
趣
意
書
や
事
業
計
画
.の
®

論
見
書
な
ど
：

… 

を
作
成
し
、
'こ
れ
を
新
聞
広
告
そ
の
他
の
方
法
で

一

般
に
公
示
し
株
式
の
申
込 

を
受
け
.て
い
る
。
.も
っ
と
も
一
政
か
ら
公
募
す
る
と.い
っ
て
も
、
：

(

こ
れ
を
証
券 

会
社
又
は
#£

2

■

に
依
頼
す
る
場
合
が
多
い
。
一
こ
の
場
合
に
は
一
般
が
ら

㈱
 

主
を
藜
集
し
て
、
な
お
残
り
を
生
じ
た
と
き
と
か
、

•
或
い
は
株
式
引
受
人
が
期'.
 

'
日
内
に
払
込
を
完
了
し
な
い
場
合
に
、
こ
れ
ら
#

介
i

が
そ
の
未
消
化
部
分 

乃
至
は
未
払
込
部
分
の
株
成
の
引
受
を
し
て
<;
.
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り̂̂ 

を
期
す
る
•こ
と
が
で
き
る.
:0
.

,

.

:

-
」

.
こ
.
.
.
.

.
さ
てA

J

う
し
て
集
呤
ら
れ
：た
資
本
は
企
業
の
所
有
者
.(
即
ち
株
主) 

' の
出
資 

し
た
資
本
、
文
は
こ
の
所
有
者
に
帰
厲
す
ベ
；き
資
本

.で
あ
る
と
い
う
胄_

に
^
 

い
，て
#

已
資
本
.と
呼
ば
れ
る
。'
し
か
し
企
業
は
資
本
調
達
の
他
の
方
法
と
-u

て
. 

は
社
悛
券
を_

す
る
こ
と
が
多
い
。"そ
し
て
.こ
れ
は
他
か.ら
借
ー
入
れ
た
資. 

本
、
叉
は
債
瘤
者
に
帰
属
す
ベ.き

資

本

で

あ

る

，
と

い

.う
意
味
.に
お
：い
て
他
人̂
 

本
と
^r

つ
け
う
る
。

'

前
者
、
如
ち
自

B

ボ̂
を
表
示
す
る
株
式
は
、
株
主
名
を
株
券
面
に
記
載
す 

る
か
否
が
に
よ.っ
て
記
名
株
と
無
記
名
株
に' 
又
株
券
面
に
払
送
み
の
金
額
を 

表
示
す
る
が
否
か
に
よ
つ
て
額
面
株
と
無
額
面
株
に
、
.さ
ら
に
利
益
配
当
の
順 

位
に
注
目
し
て
普
通
株
と
優
先
株
に
区
別
ず
る
こ
ー
と
が
で
き

.る
。
こ
れ
ら
株
式 

は
そ
れ
ぞ
れ
な
に
が
し
か
の
利
害
得
失
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
：.う
ち
普

通
株
と
優
先
株
に
つ
い
て
若
于
説
明
を
■加
.え
る
な
ら
ば
、
普
通
株
と
は
企
業
が
- 

優
先
株
：を
発
行
し

K

い
.
.る
場
合
こ
れ
と
区
別
す
る
た
め
に
'普
通
株
と
い
う
の
で 

ぁ

？
て
、
従
.っ
て
そ
.の
企
業
が'
種
類
の
株
式
の
み
を
：発
行
し
て
い

る

と

き
は 

そ
の
株
式
を
普
通
株
とい
5

.

こ
：と
は
な
.い
0
.

一
方
優
先
株
と
は
普
通
株
に
優
先
. 

.L

て
利
益
配
当
を
受
け
う
る
株
式
で
あ
る
"

か
か
る
優
先
株
を
特
に
発
行
す
る.
 

の
.は
、'い
'う
ま
で
も
な
く
資
本
調
達
の
便
宜
か
lb
-

で
.あ
.
っ.
て
、
例
え
ば
旧
株
の
市 

場
相
場
が
額
面
金
額
を
割
？
て
い
て
普
通
の
新
株
を
発
行
す
る

こ
と
が
i

な 

と
き
で
%-
優
先
株
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
所
要
資
ボ
を
集
め
る
こ
と
が
可 

能
と
な
る
。.
ま
た
会
社
の
新
設
の
際
も
普
通
株
と
同
時
に
：優
先
株
を
発
行
す
れ 

ば
所
要
資
本
を
比
較
的
容
易
に
調
達
し
う
る
こ
i

と
な
る
。
わ
が
国
で
はこ
と 

.
に
昭
和
に
入
マ
て
か
ら
優
生
株
の
利
用
が
か
な
り
み
ら
れ
る
よ
デ
に
な
っ
た
。

旧
商
法
.で
ば
優
先
株
の
発
行
は
増
資
の
際
に
限
ら
れ
て
：い

.
た
が
、
し
が
し
現
行 

商
法
は
'

会
社
新
設
'の
際
に
も
こ
れ
が
発
行
を
認
め‘て
い
る
。
各
国
と
も
に
第 

一
次
大
戦
頃
が
ら
優
先
株
の
利
用
が
一
般
化
し

V

き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は 

企
業
間
の
競
争.の
激
化
、.
P

営
の
困
難
な
ど
に
伴
っ
て
資
本
の
必
要
は
ま
す
ま 

す
増
大
し」

た
.が
、
そ
の
調
達
は
ま
す
ま
す
困
難
と
な
っ
て
.き
た
こ
と
、
従
っ
て 

優
先
株
に
よ
ら
ず
し
て
は
所
要
資
本
の
調
達
が
で
き
な
く
な
？
た

こ
と
に
よ
る 

も
の
.と
解
さ
れ
る。
，
'
' 

'

他
方
株
式
会
社
の
資
本
を
構
成
す
る
他
の
一
部
に
®

の

i

fr

に
よ
っ
て
集 

办
ら
れ
た
資
本
部
分
が.あ
る
。''
.
.こ
.
の
社
債
も
等
し
く
会
社
の
発
行
し
た
も
の
で
', 

あ
り
、
広
く
一
 

般
公
衆
よ
り
資
金
を
吸
収
す
る.に
便
な
ら
し
め
る
た
め
、
そ
の 

総
額
を1

定
め
額
面
、

(

：ゎ
が
国
で.
は
百
»

、：

一.
千
£

、

一
万52

な
ど)

：
に
分
割

し
発
行
せ
ら
れ
て
お
り
、さ
ら
に
売
貿
の
自
&
な
証
券
の
発
行
形
式
によ
っ
て 

い

ふ

な

ど

，
の

点

で

株

式

に

M

し
て
：い
る
が
、
：
.
i

は
' 

通
常
の
株
式
の
も
つ 

議
決
_

を
有
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
社
僙
は
確
定
利
息
が
附
せ
ら
れ
て
お
り
償
還 

期
限
を
有
す
る
点
に
おい
.
て
_

と
は
い
ち
じ
る
し
く
そ
'の
性
質
を
異
に
し
て 

い
る
。
こ
の
褪̂

に
も
樹
々
あ

っ
て
、
記
名
式
と
無
記
名
式
、■:
衡
換
社
債
と
借
：
 

換
社
偾
、
墓

保

社

偾

と

無

担

保

簾

等

で

あ

る
。
わ
が
国
の
•実
際
に
お
い
て 

は
殆
：ん
ど
無
記
名
式
の
も
の
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
へ
ま
た
昭
和
八
年
金
融
機
関 

が
^

!

の̂
引
受
は
原
則
と
し'て
担
保
付
の
も
の
に
限
る.こ
と
を
申
合
せ.て
.か
ら 

は
担
保
甚
債
が
一
：翁
と
な
っ
て
：ぎ
て
い
る
.0

.:、：'■、'
,
.
:
:
.

前
速
し
た
よ
う
に
株
式
会
社.は
今
白
、
，最1
重
要
な
支
酩
的
企
業
形
態
と
な
：
 

っ
て
い
る
が
、
そ

れ

は

何

よ

り

も

ま

ず

証{及
び
^

^
責
1

度
に
よ
づ 

て
多
額
の
資
本
わ
集
め
う
る
と
い
う
此
の
企
業
形
態
に
特
有
の
長
所
の
故
迄
外 

な
ら
な
い
。
だ
が
此
の
企
業
形
態.の
も
うJ

づ
の
：重
.要
な
特
色
と
し
：て
い
わ
ゆ 

を

「

重
役
制
度」

.
に
よ
る
資
本
の
：統
一
的
機
動
的
蓮
用
と
い
う
面
を
指
摘
し
て 

お
く
必
要
が
あ
る
。.株
式
会
#

に
お
い
て
；は
き
わ
め
て
多
数
の
人
々
が
®

し 

て
お
り
、
か
か
る
多
数
の
人
達
が
協
同
し
て
企
業
を
鋒
每
す
る
と
い
う
こ
と
：は

. 

実
際
上
不
可
能
で
あ
る
。

—

か
り
に
で
き
る
と
し
て
も
そ
れ
で
は
企
業
の
統
一
㈣
 

機
動
的
な
释
営
は
麗
と
な
る
。
：そ
こ
で
株
主
総
会
を
最
高
の
機
関
と
し
て

、
.
. 

こ
の
株
主
総̂

で
経
営
者
を
選
任
し
こ
れ
に—

を
行
わ
し
め
る̂

理
^

#
§.
|
 

度
を
採
用
し
て
い
る
の
で
も
る0

■
.

: 

:へ

:

.

:マ.

及
び
有
限
責
任
の
制
度
な
く
し
.て
は
広
く
大
衆
か
ら
資
本
を
集
め
る
こ 

と
は
で
き
な
い;0
の
み
な
ら
ず
株
式
会
社
は
個
人
企
業
处
ど
の
人
的
集
周
企
業

；

本
邦
経
済
資
料
解
説.
“

に
比
し
概
し
て
信
用
カ
も
大
で
あ
力
、
他
人
資
本
を
調
達
す
る
と
と
も
®

で 

あ
る
。
-.
-'ま
た
右
0
代
理
馨
制
度
に
ょ
っ
：
て
、
出
資
者
の
出
資
し
た
資
本
が
出 

資
者
か
ら
独
立
し
て
運
用
さ
れ
る
か
ら
資
本
を
有
し
な
く
と
も
、
®

な
人
が 

.

あ
れ
ば
と
れ
を
経
営
者
と
し
て
奴

^
：！
さ
せ̂.
こ

と

も

可

能

で

あ

る

.0
ま
た
同
一 

の
理
由
か
ら.、.企
業
.は
個
.々
，
の
出
資
^
の
生
死
'.
隠
退
な
ど
の
影
響
を
ぅ
け
る 

こ
ー
と
な
く
存
顧
し
ぅ
る
こ
と
、

つ
ま
り
企
業
の
恒
久
性
が
太
で
あ
る
こ
と
も
そ 

の
長
所
で
あ
る
。
ま
た
と
の
.ほ
か
に
も
個
人
企
業
に
比
し
て
税
.の
面
に
お
い
て 

.も
有
利
で
あ.る
こ
；と%
あ
る
。
：
た
‘め
に
個
人
企
業
の
ょ
ぅ
な
資
本
的
集
団
企
業 

一
以
外
の
企
業
例
え
ば
家
族
の
者

.^
名
目
上
.の
株
主
や
取
締
役
に
し
て
株
式
会
社

.
 

:
の
形
態
を
：採
用
し
て
い
る
'こ
と
が
多
い
。

だ
が
こ
0
反
面
に
は
、

会
社
.の
設 

立
'>
.紙
織
ガ
：非
常
に
複
維
'^
.な
り
、
：.ま
た
政
府
の.監

督

も

大

で

あ

，
^

と

い

ぅ

不 

.
便
の
ほ
.か
、
適
切
な
響
が
困
難
で
あ
る
と
い
ぅ
欠
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

い
か
.が
わ
し
い
証
券
を
売
出
し
：.一
般
投
資
家
に
迷
惑
を
及
ぽ
す
と

と
の
ご
と
き 

は
別
と
し
て
も
、
出
資
者
の
■殆
ん
ど
全
部
が
鲁
に
関
与
し
な
い
結
果
、

j

般 

株
主
、
-
と
に
小
株
主
の'利
益
が
害
せ
ら
れ
る
と
と
、
ま
た
独
占
禁
止
法
と
の 

関
'^
に
和
い
て
は
、
株
式
会
社
は
他
の
企
業
の
，株
式
取
得
に
ょ
っ
て
独
占
的
大 

企
業
と
な
り
易
い
と
い
ぅ
こ
と
も
此
の
企
業
の
形
態
に
伴
ぅ
短
所
の

' 一
つ
で
あ 

.

ろ
う
。
.

■ 

.

.

■

■

:

:'
株
式
邊
社
は
資
本
の
集
中
•
集
積
の
必
要
か
ら
生
ま
れ
な
が
ら
、
ま
た
逆
に 

〜

こ
れ
を
い
ち̂
る
し
く
促
進
す
る
ヴ
そ
％

で
，こ
れ
ら
株
式
組
織
の
巨
大
企
業
間 

の
競
争
は
つ
い
に
は
独
占
に
：

•転
化
す
る
。
巨
大
企
業
の
#
'
立
性
を
維
持
し
な
が 

^•
相
互
間
杧
独_

が
企
1

合
を
結
ぶ
も
の
ぼ.ヵ
ル
：テ
ル
で
あ
る
。
：
し
か
し

九

九(

六
五
一
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m 分
昭 和 2 4 年 度  ■ '

株 主 、数 比 率 株 ■ 数 比 率

1 0 0 株未満 1,428,923 38.32 52,225,707
°fo

2,61

100〜 500株 2,162,157 50.41 424,684,698 21.23

500〜 1,000株 368,723 8.60 232,480,520 11.63

1,000〜 5,000株 294,563 6.87 484,255,164 24.22

5,000〜10,000株 17,194 0.40 109,787,221 5.49

10,000株以上 16,980 0.40 696,315,373 34.82

合 訐 4,288,540 100.00 1,999,748,683 100.00

第七表三大財 _ 業支配:( S I I I I 麵 ) .'ふ.:

  ■' INI « m i .  irM.. '.ri.M ■■■! i ■■■! ；— g— awr i _1以JB W T — Mwr11 r«i arwnf

金
融
業

.鉱.

業

造造 

齡機

金工

属業

化工

学業

軽
X
業

海
蓮
業

土物 
地倉 
建庫

商舅 : 

事易

三 井系持株会社
%

13.9 15.7 12.6 7.1 19.1 6.0 18.1 8.2 5.8

三 菱 系持株会社 13,1 8.9 .16.0 4,8 6.3 1.6 40.8 6.7 5.6

住 友 系持株会社 5.4 3.7 10.6 14;4 5,7 0,7 0.7 2.8 2.1

以上合計 32.4 28,3 39.2 26.3 31.1 8.3 59,1 17.7 13.5

全国資本金額訐(苗万W) 1.216 3.070 7.632 3.829 2.968 4,587 992 599 2.723

カ
ル
テ
ル
は.そ
め
最
高̂

^
た
る
シ
ン
：ジ.ケ
：丨
ト
.か
ち
さ
ら
に
前
進
し
て
巨
大 

企
業
め
独
立
性
を
止
揚
す
る
独
占
的
な
企
業
合
同
た
る
ト
ラ
ス
ト
べ
ま
化
し
て

.
 

い
く
'0
し
.か
し
株
式
八i

度
は
持
株
に
よ
るf

:
の
形
式
に
よ
‘
つ
て
龄
式
的 

に
は
八
止
業
の
独
立
性
を
保
ち
'な
が
ら
実
質
的
に
は
ト
ラ
ス
ト
同
様
企
業
の
独
立 

.
、#:
:

:
>61
.
:23
.6
3

22
49
.
:82
.
.
.
00
Z 

性
.を
喪
失
せ
し
め
る
独..
 

:

,;

比
' 

2
.21
11
'24
. 

5
84
10
0

.

占
体
た
る
'コ
ン
ツ
ェ
ル

:
.

^

07
98
20
64
21
73
83

ン
の
形
成
を
可
能
な
ら 

: 

' 

度 

‘
'

25
,

7
84
,

80
;

5
55
,

87
1

15
,

48
,

)

.!
>

め
る
。
'
,わ
が
国
の
か

表

：年
.

.■■
-

t
|

f

 l
,

l
f

 I
--'

柳
1

24」

株 

' 

1

時
び
カ
ル
テ
ル
化
は
早
く

注

和

-

^

^
32
41
60
87
40
40
.
30
!

:
 

3
 

40.

清

.
日
露
戦
後
に 

傲

：

ぎ

B.
0.
8.
6.
0.
.
0.
0.
年
.

别

昭

匕

？

，5
, 

V
10
5

大
き
な
潮
费
と
な
つ
て 

:A

比 

2
 

 ̂

1

3
 

7
 

3
 

■
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融
機
関
の
債
権
確
保
の

1
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1
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1

f

か
ら
の
半
ば
強
要 

に
よ
り
、
さ
ら
に
は
業
者
自
身
の
自
衛
的
意
図
の
下
に
進
展
し

.て

.い
っ
た
。 

企
業
集
中
に
お
け
る
わ
が
国
の
特
色
は
大
財
閥
発
展
の
形
を
と
り
、

そ
：.

の
結

.

果
主
要
企
業
の
支
配
的
地
位

:

、
!,
''
.が
大
財
闕
に
ょ
っ
て
古
め
ら
■

,

x

「

れ
る
に
至
つ
た
こ
と
で
あ 
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維
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業
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理
論
的
に
は
大
株
主
が
会

J
.
.
.
'
,

=>
.

.
社

を

支

配

す

る

た

め

に

は

会 

体

業
'
.

解

紙

：

社
.の
総
株
式
の
過
半
数
を
所 

切2

 

_
有
し
な
け
れ
ばな
ら
な
.
い 

:■
.

が
、：
第
六
表
に
み
ら
れ
る
如 

:

柳
'頂
く
株
式
が
多
数
株
主
の
間
に 

r0
軽

，
,極
度
に
分
散
し
、
;
し
か
も
こ

編

め

：
卞it
-
ら

多

数

.
の

小

株

主

は

多

く 

会

も

含
.

員
る
.を
.投
機
株
主
で
あ
り
、
従
っ
て 

赚I
f

ま
太
会
社
の
支
配
释
営
に
関 

咖f

乾
：
与
し
ょ
ぅ
と
：は
し
な
い
株
主 

j
 
口

で

あ

る

。
故
に
実
際
に
は
総 

摊
職
：め
株
式
の
半
数
以
下
こ
と
に
一

数
一
所
水
割
乃
至
二
割
の
株
式
を
所
有 

の

頁
，

•

表
2
林
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
き
に
お 

: ^
-
. 
.

&■
い
て
も
会
社
を
支
®
す
る
こ 

注

と

は

可

能

と

な

る

。かく
し 

て
一
般
に
.お
よ
そ
十
九
世
紀

の
末
期
か
ら
自
然
人
た
る
大
株
主
は
重
要
性
を
失
っ
て
持
株
会
社
と
い
う
新
し 

い
型
の
大
株
主
が
重
要
性
を
加
え
て
き
た
。

こ
の
持

㈱
^
社
は
い
う
ま
で
も
な 

く
他
の
会
社
の
大
株
主
と
な
っ
て
®

を
支
配
せ
ん
と
す
る
も
の
で
、
殊
に
第 

1

次
大
戦
以
来
、
米
独
さ
ら
に
わ
が
国
な
ど
多
く
の
国
で
大
き
な
発
達
を
と
げ 

て
き
た
。

わ
が
国
の
財
閥
形
態
の
■発
生
は
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
日
淸
.
.
日
露
戦
争
期 

に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
の
で
.あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
が
重
要
な
支
^
カ
を
獲
得 

す
4
に
至
っ
た
の
は
第
一
次
大
戦
填
後
の

こ
と
セ
.あ
る
。
な
か
ん
ず
く
昭
和

一

一
 

年
の
恐
慌
以
後
忆
お
け
る
わ
が
国
主
要
事
業
部
門
に
お
け
る
大
財
閥
の
独
占
的 

支
配
力
は
決
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
双

■
罾

の

財

_

双

体

直

前

の 

そ
れ
を
み
る
に
三
井•，三

菱V

住
友
は
全
事
業
に
対
し
た
第
七
表
の
如
き
高
率 

の
支
配
力
を
有
す
る
に
至
っ
て
い
た
。

 

.

こ
れ
に
よ
る
と
払
込
資
本
金
に

よ
.

る
計
算
に
よ
っ
て
も
、
三
大
財
閥
の
支
配 

が
、
全
国
の
お
よ
そ
三
割
双
上
を
占
め
る
事
業
は
金
融
業
、
鉱
礦
業
、
造
機
造 

船
業
、
化
学
工
業
、
海
運
業
で
あ
っ
て
、
中
で
も
海
運
業
は
五
九
％

の
多
き
を 

占
め
て
い
る
。
し
か
し
以
上
は
^.
a'
.罾
ボ
金
に
よ
る
比
較
で
.あ

，っ
て
、0

の 

，■

は
資
産
内
容
お
よ
び
說
備
の
優
穷
大
小
に
よ
っ
て
決
萣
さ
れ
る
。
と
こ
ろ 

で
財
閥
会
社
の
そ
れ
は
そ
の
他
の
：そ
れ
に
比
し
て
一
般
に
い
ち
じ
る
し
く
優
れ 

て
お
り
、
実
質
的
に
は
少
な
く
と
も
^
上
の
産
業
に
お
い
て
は
い
ず
れ
も
過
半 

数
以
上
の
実
力
を
省
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
上
財
閥
は
そ
の 

金

融

叢

の

茭@3
.に
よ
：チ
て
巨
額
の
：資
金
女
擁
し
、
，.さ
ら
に
そ
の
貿
易
界
の
支

ia
に
よ
っ
.て
独
占
的
有
利
の
地
位
を
占
め
て
い
た
の

で
、
戦
前
に
お
け
る
わ
が

-

■

-

 

■

本
邦
経
済
資
料
解
説
：

2
：

企
業
界
は
文
字
ど
お
り
三
大
財
姻
が
.そ
の
支
@3
的
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
て
い 

.

た
と
.
い
う
こ
と
‘
が
で
き
よ
う
。

し
か
る
に
敗
戦
後
占
領
軍
に
よ
っ
て
財
閥
双

^
は
解
体
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
 

も
ち
ろ
ん
脉
閥
の
支
配
に
も
弊
害
は
少
な
か
ら
ず

#
し
た
。
し
か
し
わ
が
国
の 

よ
う
に
国
際
實
易.へ
.の
.依
存
度
が
大
き
く
、
旦
つ
例
え
ば
英
国
の
翰
出
が
英
速 

邦
と
い
う
安
定
販
路
を
確
保
し
て
い
る
の
と
は
異
な

っ
て
ま
^
販
路
を
も
た
ず 

激
し
い
対
外
競
争
を
欧
米
の
大
資
本
と
戦
わ
な
け
れ
ば

な
ら
.
な
か
？
た
わ
が
国 

に
お
い
て.は
ヵ
ル
テ-ル
機
溝
^
至
大
財
閥
的
企
業
形
態
，そ
の
も
の
は
必
要
で
あ 

っ
'た
。
た
だ
そ
の
.弊
害
を
襲
的
に
是
正
す
べ
き
で
あ

っ

た

。

現
に
占
領
時
代 

を
脱
し
て
、
わ.が
経
済
が
正
常
化
す
る
や
旧
財
閥
商
社
の
再
結
合
や
、
財
閥
形 

態
に
代
る
事
業
の
.系
統
化
が
最
近
再
び
枱
頭
し
来
っ
て
い
る
こ
と
は
そ
の
証
だ 

と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔

注〕

.第
三
表
の
数
字
に
は
若
干
誤
り
が
あ
る
。
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総

数

1
5
0
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0
0
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0
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石
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小
売
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